ように、 思い ッ 切り 片側に 傾いて いるの や、 黄色い、 

ナンキン むし 

太い 煙突、 大きな 鈴の ような ヴィ、 南京虫の ように 船 

と 船の 間 をせ わしく 縫って いる ランチ、 寒々 とざわめ 

いてい る 油煙 ゃパ ン屑ゃ 腐 つた 果物の 浮 いている 何 か 

特別な 織物の ような 波 …… 。 風の 工合で 煙が 波と すれ 

ずれに なびいて、 ムッ とする 石炭の 匂い を 送った。 ゥ 

インチの ガ ラガラ という 音が、 時々 波 を 伝って 直接に 

響いて きた。 

この 蟹工船 博 光丸の すぐ 手前に、 ペンキの 剝 げた 帆 

船が、 へさき の 牛の 鼻 穴の ような ところから、 錨の 鎖 

を 下して いた、 甲板 を、 マドロス. パイプ を くわえた 



ボ— ト. デッキで、 「将軍」 のよう な怡好 をした 船長 

が、 ブラ ブラしながら 煙草 をのんで いる。 はき 出す 煙 

が 鼻先から すぐ 急 角度に 折れて、 ちぎれ 飛んだ。 底に 

木 を 打った 草履 を ひきず ッて、 食物 バケツ を さげた 船 

員が 急がし く 「おもて」 の 船室 を 出入した。 —— 用意 

はすつ かり 出来て、 もう 出る にいい ばかりにな つてい 

た。 

ざつ ふ のぞ 

雑 夫の いる ハッチ を 上から 視 きこむ と、 薄暗い 船底 

の 棚に、 巣から 顔 だけ ピョコ ピョコ 出す 鳥の ように、 

騒ぎ 廻って いるの が 見えた。 皆 十四、 五の 少年ば かり 

だった。 



「お前 は 何処 だ」 

「XX 町」 みんな 同じだった。 函 館の 貧民窟の 子供ば 

かりだった。 そういうの は、 それだけで 一 かたまり を 

なして いた。 

「あ つちの 棚 は？」 

「南部」 

「それ は？」 

「秋 田」 

それ 等 は 各ぶ 棚 を ちがえて いた。 

「秋 田の 何処 だ」 

うみ 

膿の ような 鼻 をたら した、 眼の ふちが あかべ をした 



—— 二人の 漁夫が ハ ツチから 甲板へ 顔 を 出す と、 

ふきげん 

ホッ とした。 不機嫌に、 急に だまり 合った まま 雑 夫の 

穴より、 もっと 船首の、 梯形の 自分 達の 「巣」 に 帰つ 

た。 錨 を 上げたり、 下したり する 度に、 コンク リ— ト- 

ミ キサの 中に 投げ込まれ たように、 皆 は 跳ね 上り、 ぶッ 

つかり 合わなければ ならな か つ た。 

薄暗い 中で、 漁夫 は 豚の ように ゴロ ゴロして いた、 

それに 豚小屋 そっくりの、 胸が すぐ ゲェと 来そう な 臭 

いがして いた。 

「臭せ え、 臭せ え」 

「そよ、 俺 だち だもの。 ええ 加減、 こったら 腐り かけ 



で染 つたよう に、 油 じみて、 黒かった。 「仲間 さ 入れて 

貰えます」 

後で 分った こと だが、 この 男 は、 船へ 来る すぐ 前 ま 

で 夕 張 炭坑に 七 年 も 坑夫 をして いた。 それが この 前の 

ガス 爆発で、 危く 死に 損ねてから —— 前に 何度か あつ 

や ま 

た 事 だが —— フィと 坑夫が 恐ろしく なり、 鉱山 を 下り 

てし まった。 爆発のと き、 彼 は 同じ 坑内に トロッコ を 

押して 働いて いた。 トロッコに 一杯 石炭 を 積んで、 他 

の 人の 受持 場まで 押して 行った 時だった。 彼 は 百の マ 

グネシ ゥムを 瞬間 眼の 前で たかれた と 思った。 それと、 

そして 1\§ 〔# 「1\§」 は 分数 U 秒 もちが わず、 自分 



した。 (彼 は 前の 時 は、 自分で その 壁 を 作った ことが 

あった。 そのと き は 何んでも なかった のだった が) 

「馬鹿野郎！ ここ さ 火で も 移って みろ、 大損 だ」 

だが、 だんだん 声の 低くな つて 行く のが 分る ではな 

いか！ 彼 は 何 を 思った のか、 手 を 振ったり、 わめい 

たりして、 無茶苦茶に 坑道 を 走り出した。 何度もの 

めったり、 坑木に 額 を 打ちつ けた。 全身 ドロと 血 まみ 

れ になった。 途中、 トロッコの 枕木に つまずいて、 

ともえな 

巴投げに でもされ たように、 レ— ルの 上に たたきつけ 

られ て、 又 気 を 失って しまった。 

その 事 を 聞いて いた 若い 漁夫 は、 



「さあ、 ここ だ つ てそう 大して 変らない が …… 」 と 云つ 

た。 

つや 

彼 は 坑夫 独特な、 まば ゆいよう な、 黄色 ッ ぼく 艷の 

まなざし 

ない 眼 差 を 漁夫の 上に じっと 置いて、 黙って いた。 

秋 田、 青 森、 岩 手から 来た 「百姓の 漁夫」 のうちで 

あぐら また 

は、 大きく 安 坐 を かいて、 両手 を はすが いに 股に 差し 

ひざ 

こんで ムシ ッと している の や、 膝 を 抱え こんで 柱に よ 

リ かかりながら、 無心に 皆が 酒 を 飲んで いるの や、 勝 

手に しゃべ り 合って いるのに 聞き入つ ている のが ある _ 

—— 朝 暗い うちから 畑に 出て、 それで 食えないで、 追 

払われて くる 者 達だった。 長男 一人 を 残して —— それ 



等 は それ を 何度 繰り かえしても、 出来の 悪い 子供の よ 

うに、 次の 年に は 又 平気で (？) 同じ こと を やっての 

けた。 

菓子 折 を 背負った 沖 売の 女 や、 薬屋、 それに 日用品 

を 持った 商人が 入って きた。 真中の 離島の ように 区切 

られ ている 所に、 それぞれの 品物 を 広げた。 皆 は 四方 

の 棚の 上下の 寝床から 身体 を 乗り出して、 ひやかした 

じょうだん 

り、 笑談を 云った。 

「お菓子め え か、 ええ、 ねつち やよ？」 

とんきょう 

「あ ッ、 もッ ちょこい！」 沖 売の 女が 頓狂な 声 を 出し 

て、 ハネ 上った。 「人の 尻 さ 手ば やつたり して、 いけす 



かない、 この 男！」 

菓子で ロをモ グモグ させて いた 男が、 皆の 視線が 自 

分に 集った ことに テレ て、 ゲ ラゲ ラ 笑った。 

あね こ めんこ 

「この 女子、 可愛い な」 

便所から、 片側の 壁に 片手 をつ きながら、 危ぃ足 取 

りで 帰って きた 酔 払いが、 通りすがりに、 赤黒く プク 

ン としてい る 女の 頰ぺた をつ ッ ついた。 

「何んだ ね」 

「怒ん なよ。 —— この 女子ば 抱いて 寝て やる ベよ」 

そう 云って、 女に おどけた 恰好 をした。 皆が 笑った _ 

まんじゅう 

「1D ヽ 曼苜 -ハ 、 曼崖 ！ 一 

一 v^d レ 口め 」 



て 云 うんで ねか。 —— 三枚 も はいて たと よ …… 」 男が 

くび 

頸 を 縮めて 笑い出した。 

その 男 は 冬の 間 は ゴム 靴 会社の 職工だった。 春に な 

り 仕事が 無くなる と、 カム サッ 力へ 出稼ぎに 出た。 

どっちの 仕事 も 「季節労働」 なので、 (北海道の 仕事 は 

ほと 

殆んど それだった) ィザ 夜業と なると、 ブッ 続けに 続 

けられた。 「もう 三年 も 生きれ たら 有難い」 と 云って 

いた。 粗製 ゴムの ような、 死んだ 色の 膚 をして いた。 

漁夫の 仲間に は、 北海道の 奥地の 開墾地 や、 鉄道 敷 

設の 土工 部屋へ 「蛸」 に 売られた ことの ある もの や、 

各地 を 食いつ めた 「渡り者」 や、 酒 だけ 飲めば 何も か 



もな く、 ただ それでい いものな どが いた。 青 森 辺の 善 

良な 村長さん に 選ばれて きた 「何も 知らない」 「木の 

根ッ このように」 正直な 百姓 も その 中に 交って いる。 

そして、 こういう てんでん ばらばらの もの 等 を 集 

める ことが、 雇う ものに とって、 この 上な く 都合の い 

いこと だった。 (函 館の 労働組合 は 蟹工船、 カム サッ 

カ行の 漁夫の なかに 組織 者 を 入れる ことに 死物 狂いに 

なって いた。 青 森、 秋 田の 組合な どと も 連絡 をと つて。 

—— それ を 何より 恐れて いた) 

のリ うわぎ たけ ボ ー ィ 

糊の ついた 真白い、 上衣の 丈の 短い 服 を 着た 給仕が、 

「とも」 の サロンに、 ビ— ル、 果物、 洋酒の コ ップを 持つ 



て、 忙しく 往き来し ていた。 サロンに は、 「会社の ォッ 

かない 人、 船長、 監督、 それに カム サッ 力で 警備の 任 

お した ゝ. 

に 当る 駆逐艦の 御大、 水上警察の 署長さん、 海員組合 

ぉリ かまん 

の 折飽」 がいた。 

「畜生、 ガブ ガブ 飲む つたら、 あり やしない」 —— 給 

仕 はふ くれ かえっていた。 

漁夫の 「穴」 に、 浜な すの ような 電気が ついた。 煙 

草の 煙 や 人い きれで、 空気が 濁って、 臭く、 穴 全体が 

く そ つぼ 

そのまま 「糞 壺」 だった。 区切られた 寝床に ゴロ ゴロ 

うじむし 

している 人間が、 蛆虫の ようにう ごめいて 見えた。 I 

I 漁業 監督 を 先頭に、 船長、 工場 代表、 雑 夫 長が ハツ 



「分って る もの も あるだろう が、 云う まで もな くこの 

蟹工船の 事業 は、 ただ 単に だ、 一 会社の 儲 仕事と 見る 

べきではなくて、 国際 上の 一 大 問題な の だ。 我々 が I 

I 我々 日本 帝国 人民が 偉い か、 露 助が 偉い か。 一騎 打 

ちの 戦いなん だ。 それに 若し、 若しも だ。 そんな 事 は 

絶対に あるべ き 害が な いが、 負ける ような ことがあ つ 

きんたま 

たら、 睾丸 を ブラ 下げた 日本 男児 は 腹で も 切って、 力 

ムサッ 力の 海の 中に ブチ 落ちる こと だ。 身体が 小さく 

たって、 野呂 間な 露 助に 負けて たまる もんじ やない。 

「それに、 我 カム サッ 力の 漁業 は 蟹罐詰 ばかりでなく、 

さけ ます 

鮭、 鱒と 共に、 国際的に 云って だ、 他の 国と は 比ら ベ 



もなら ない 優秀な 地位 を 保って おり、 又 日本国内の 行 

き 詰った 人口問題、 食糧 問題に 対して、 重大な 使命 を 

持って いるの だ。 こんな 事 を しゃべつ たって、 お前 等 

に は 分り もしないだろう が、 ともかく だ、 日本 帝国の 

大きな 使命の ために、 俺達 は 命 を 的に、 北海の 荒波 を 

っッ 切って 行く の だと いう こと を 知って て 貰わに やな 

ら ない。 だから こそ、 あっちへ 行っても 始終 我 帝国の 

軍艦が 我々 を 守って いて くれる ことにな つてい るの だ。 

はや まね 

…… それ を 今 流行りの 露 助の 真似 をして、 飛んでも な 

いこと をケシ かける ものが あると したら、 それ こそ、 

取りも直さず 日本 帝国 を 売る もの だ。 マ J んな事 は 無 い 



が、 ずゥと 遠い 右手に、 一 面 灰色の 海の ような 海霧の 

中から 見えた。 それが 他方へ 廻転して ゆく とき、 何 か 

こうぼう かい リ 

神秘的に、 長く、 遠く 白銀 色の 光 茫を何 海 浬 も サッと 

ヽ 二 o 

弓レた 

る も い 

留萌の 沖 あたりから、 細い、 ジュク ジュク した 雨が 

降り出し てきた。 漁夫 や 雑 夫 は 蟹の 鋏の ように かじ 

かんだ 手 を 時々 はすが いに 懐 の 中に っッ こんだり、 

口の あたり を 両手で 円る く 囲んで、 ハァ— と 息 を かけ 

たりして 働かなければ ならなかった。 —— 納豆の 糸の 

ような 雨が しきりな しに、 それと 同じ 色の 不透明な 海 

に 降った。 が、 稚 内， ^に 近くなる に 従って、 雨が 粒々 に 



ら せて、 ゲェ、 ゲェ していた。 

げんそう 

波の しぶきで 曇った 円る い 舷窓から、 ひよ いひよ い 

と 樺 太の、 雪の ある 山 並の 堅い 線が 見えた。 然しす ぐ 

それ は ガラスの 外へ、 アルプスの 氷山の ように モリ モ 

リと むくれ 上って くる 波に 隠されて しまう。 寒々 とし 

た 深い 谷が 出来る。 それが 見る見る 近付いて くると、 

窓のと ころへ ドッと 打ち 当り、 砕けて、 ザァ ー …… と 

泡立つ。 そして、 そのまま 後へ、 後へ、 窓 をす べつて、 

パノラマ のように 流れて ゆく。 船 は 時々 子供が する よ 

うに、 身体 を 揺った。 棚から ものが 落ちる 音 や、 ギ I 

I ィと何 かたわむ 音 や、 波に 横ッ 腹が ドブ —— ンと打 



ケラ のように 甲板に ® い つくば つ て 働いて いる 雑 夫 や 

漁夫の 顔 や 手に 突き ささった。 波が 一波 甲板 を 洗って 

すべ 

行った 後 は、 すぐ 凍えて、 デラ デラに 滑った。 皆 はデッ 

キ から デッキへ 口 ー プを 張り、 それに 各自が おしめの 

ように ブラ 下り、 作業 をし なければ ならなかった。 I 

I 監督 は 鮭 殺しの 棍棒 を もって、 大声で 怒鳴り 散らし 

た。 

同時に 函館を 出帆した 他の 蟹工船 は、 何時の間にか 

離れ離れ になって しまって いた。 それでも 思いつ 切り 

アルプスの 絶頂に 乗り 上った とき、 溺死者が 両手 を 

振って いるよう に、 揺られに 揺られて いる 二 本の マス 



てし まう と、 誰も 一 口 も 口 をき くもの がいなかった。 

ゴロ リ 横にな つて、 鉄の 支柱に つかまった。 船 は、 背 

に 食いつ いている 虻 を 追 払う 馬の ように、 身体 をャケ 

に 振って いる。 漁夫 は あてのない 視線 を 白 ペンキが 黄 

すす ？ J と 

色に 煤けた 天井に やったり、 殆んど 海の 中に 入り ッ切 

ま. お 

りに なって いる 青黒い 円窓に やった リ …… 中には、 呆 

けたよう に キヨ トンと 口 を 半開きに している もの もい 

た。 誰も、 何も 考えて いなかった。 漠然とした 不安な 

自覚が、 皆 を 不機嫌に だまらせ ていた。 

顔 を 仰向けに して、 グイと ウイ スキ ー を ラッパ 飲み 

にして いる。 赤 黄く 濁った、 にぶい 電燈 のなかで チ 



ラッと 瓶の 角が 光って みえた。 —— ガラ、 ガラツと、 

ウイ スキ— の 空瓶が 二、 三 力 所に 稲妻 形に 打ち 当って、 

棚から 通路に 力 一 杯に 投げ出された。 皆 は 頭 だけ を そ 

の 方に 向けて、 眼で 瓶 を 追った。 —— 隅の 方で 誰か 

怒った 声 を 出した。 時化に とぎれて、 それが 片言の よ 

うに 聞え た。 

ひじ ぬぐ 

「日本 を 離れ るんだ ど」 円窓 を 肱で 拭って いる。 

「糞 壺」 の スト— ヴは ブス ブス 燻 つてば かりいた。 

鮭 や 鱒と 間違われて、 「冷蔵庫」 へ 投げ込まれ たように、 

その 中で 「生きて いる」 人間 はガ タガタ 顫えて いた。 

おお おお ま.，： 

ズックで 覆った ハッチの 上 を ザァ、 ザァと 波が 大股に 



「 一 体 あい つに あんな こと を 云う 権利が あるの か」 I 

I 船 酔と 過労で、 ゲ ッソリ やせた 学生 上りが、 ブッブ 

ッ 云った。 

「浅 川ッ たら 蟹 ェの浅 か、 浅の 蟹 ェかッ てな」 

「天皇陛下 は 雲の上に いるから、 俺達に ャ どうで もい 

いんだけ ど、 浅って なれば、 どっこい そうは 行かない 

からな」 

な 方 力ら、 

「ケ チケチ すん ねえ、 何んだ、 飯の 一杯、 二 杯！ な 

ぐって しまえ！」 唇 を 尖んがらした 声だった。 

「偉い 偉い。 そいつ を 浅の 前で 云えれば、 なお 偉い！」 



—— 今朝の 二 時 頃だった。 ボ— ト- デッキの 上まで 

波が 躍り 上って、 間を置いて、 バ ジャバ ジャ、 ザ アツ 

やみ 

とそれ が 滝の ように 流れて いた。 夜の 闇の 中で、 波が 

歯 をムキ 出す のが、 時々 青白く 光って みえた。 時化の 

ために 皆 寝ずに いた。 その 時だった。 

船長室 に 無電 係が 周章て てかけ 込んで きた。 

「船長、 大変です。 s . o • S です！」 

「00 • o • S? 何 船 だ £:」 

「秩父 丸です。 本船と 並んで 進んで いたんです」 

あまが っぱ 

「ボロ 船 だ、 それ ァ！」 —— 浅 川が 雨合羽 を 着た まま、 

すみ また 

隅の 方の 椅子に 大きく 股 を 開いて、 腰 を かけて いた。 



然し、 すぐ 彼 は 自分の 立場 を 取り戻した。 

「船長と して だ」 

「船長と して だァ —— ァ £:」 船長の 前に 立ちはだかつ 

た 監督が、 尻 上りの 侮辱した 調子で 抑えつ けた。 「おい、 

チア タァ 

一 体 これ ァ 誰の 船 だんだ。 会社が 傭船して るんだ で、 

金 を 払って。 もの を 云える のァ 会社 代表の 須 田さん と 

この 俺 だ。 お前なん ぞ、 船長と 云って り や 大きな 顔し 

ねうち 

てるが、 糞 場の 紙 位え の 価値 もね えんだ ど。 分って る 

か。 —— あんな ものに かかわって みろ、 一週間 もフィ 

にな るんだ。 冗談 じ やない。 一 日で も 遅れて みろ！ 

それに 秩父 丸に は 勿体ない 程の 保険が つけて あるんだ。 



ボロ船 だ、 沈んだら、 かえって 得す るんだ」 

給仕 は 「今」 恐ろしい 喧嘩が！ と 思った。 それが、 

それだけで 済む 害がない。 だが (！) 船長 は 咽喉へ 綿 

でも つめられ たように、 立ちす くんで いるで はない か。 

給仕 はこん な 場合の 船長 を かって 一 度 だって 見た こと 

がなかった。 船長の 云った ことが 通らない？ 馬鹿、 

そんな 事が！ だが、 それが 起って いる。 —— 給仕に 

はどうしても 分らな か つ た。 

「人情味 なんか 柄で もな く 持ち出して、 国と 国との 大 

相撲が とれる か！」 唇 を 思い ッ 切り ゆがめて 唾 を はい 

た。 



燈が、 明るくな つたり 暗くな つたり した。 横腹に 思 

い ッ切リ 打ち 当る 波の音 や、 絶えずなら している 不吉 

な 警笛が、 風の 工合で 遠くな つたり、 すぐ 頭の 上に 近 

くな つたり、 鉄の 扉 を 隔てて 聞え ていた。 

ジィ —— 、 ジィ —— ィと、 長く 尾を引いて、 スパァ 

クルが 散った。 と、 そこで、 ピ タリと 音が とまって し 

まった。 それが、 その 瞬間、 皆の 胸へ ド キリと きた。 

あ .P 

係 は 周章て て、 スウィッチ を ひねったり、 機械 をせ わ 

しく 動かした りした。 が、 それ ッ切リ だった。 もう 

打って 来ない。 

係 は 身： K: を ひねって、 廻転 椅子 をぐ るりと まわした 



「沈没です— 」 

頭から 受信器 を 外しながら、 そして 低い 声で 云った。 

「乗務員 四百 二十 五 人。 最後な り。 救助され る 見込な 

し。 S • o . s、 S • o • s、 これが 二、 三度 続いて、 

それで 切れて しまいました」 

それ を 聞く と、 船長 は 頸と カラ ァの 間に 手 をつ ッこ 

んで、 息苦し そうに 頭 を ゆすって、 頸 をのば すよう に 

した。 無意味な 視線で、 落着きな く 四囲 を 見廻 わして 

から、 ドア ー の 方へ 身体 を 向けて しまった。 そして、 

ネクタイの 結び目 あたり を 抑えた。 その 船長 は 見 

て いられなかった。 



ッック の 海で 死ぬ ことな ど は、 丸 ビルに いる 重役に は、 

どうで もい い 事 だ つ た。 資本主義が きまりき つた 所 だ 

けの 利潤で は 行き詰まり、 金利が 下がって、 金が ダブ 

ついて くると、 「文字通り」 どんな 事で もす るし、 どん 

な 所へ でも、 死物 狂いで 血路 を 求め 出して くる。 そこ 

へ もってき て、 船 一艘で マン マと 何 拾万円が 手に入る 

蟹工船、 II 彼等の 夢中になる の は 無理がない。 

蟹工船 は 「ェ 船」 (工場 船) であって、 「航 船」 では 

ない。 だから 航海 法 は 適用され なかった。 二十 年の 間 

も 繫ぎッ 放しに なって、 沈没させる ことし かどうに も 

ならない ヨロ ヨロな 「梅毒 患者」 のよう な 船が、 恥 か 



しげ もな く、 上べ だけの 濃 化粧 を ほどこされて、 函館 

へ 廻って きた。 日露戦争で、 「名誉に も」 ピッコに され 

魚の ハラワ タ のように 放って置かれた 病院船 や 運送船 

が、 幽霊よりも 影のう すい 姿 を 現わした。 —— 少し 蒸 

気 を 強く すると、 パイプが 破れて、 吹いた。 露国の 監 

視 船に 追われて、 スピ— ドを かける と、 (そんな 時 は 何 

度 もあった) 船の どの 部分 も メリ メリ 鳴って、 今にも 

その 一つ、 一 つが バラ バラに 解ぐれ そうだった。 中風 

患者の ように 身体 を ふるわした。 

然し、 それでも 全く かまわない。 何故なら、 日本 帝 

とき 

国の ため どんな もので も 立ち上るべき 「秋」 だった か 



浅 川 監督。 

と、 書いた 紙が、 糊代り に 使った 飯粒の ボコ ボコを 

見せて、 貼ら さって あった。 

二 

霧雨が 何日 も 上らない。 それで ボカされ た カム サッ 

うなぎ 

力の 沿線が、 するすると 八ッ目 鰻の ように 延びて 見 

えた。 

沖合 四 浬のと ころに、 博 光丸が 錨 を 下ろした。 I 



I 三 浬まで ロシアの 領海な ので、 それ 以内に 入る こと 

は 出来ない 「ことにな つていた」。 

網 さばきが 終って、 何時から でも 蟹 漁が 出来る よう 

に 準備が 出来た。 カム サッ 力の 夜明け は 二 時 頃な ので、 

また 

漁夫 達 はすつ かり 身支度 をし、 股までの ゴム 靴 を はい 

たま ま、 折 箱の 中に 入って、 ゴロ 寝 をした。 

周旋屋に だまされて、 連れて こられた 東京の 学生 上 

はず 

リは、 こんな 害がなかった、 とブ ッブッ 云って いた。 

ひと 

「独り 寝 だなん て、 ゥ マイ 事 云 いやがって！」 

「ちげ えね え、 独り 寝さ。 ゴロ 寝 だもの」 

学生 は 十七、 八 人 来て いた。 六十 円 を 前借りす る こ 



ふとん 

とに 決めて、 汽車賃、 宿料、 毛布、 布団、 それに 周旋 

料 を 取られて、 結局 船へ 来た ときには、 一人 七、 八 円 

の 借金 (！) になって いた。 それが 始めて 分った とき、 

貨幣 だと 思って 握って いたのが、 枯葉であった より、 

もっと 彼等 は キヨ トンと してし まった。 —— 始め、 彼 

等 は 青 鬼、 赤 鬼の 中に 取り巻かれた 亡者の ように、 漁 

かたま 

夫の 中に 一 かたまりに 固って いた。 

函館を 出帆して から、 四日 目 ころから、 毎日の ボロ 

ボ 口な 飯と 何時も 同じ 汁の ために、 学生 は 皆 身体の ェ 

ひざ 

合 を 悪く してし まった。 寝床に 入って から、 膝 を 立て 

て、 お 互に 脛 を 指で 押していた。 何度も 繰り かえして、 



に 濡れながら 仕事 を させられ たために、 その 雑 夫 は 風 

ろく まく 

邪 を ひき、 それから 肋 膜 を 悪く していた。 寒くない と 

きで も、 始終 身体 を ふるわし ていた。 子供ら しくない 

しわ まゆ 

皺 を 眉の 間に 刻んで、 血の気の ない 薄い 唇 を 妙に ゆが 

かん まな ざ 

めて、 疳の ピリ ピリして いるよう な 眼差し をして いた _ 

彼が 寒さに 堪えられ なくな つ て、 ボ イラ— の 室に ゥロ 

ゥ 口して いたと ころ を、 見付けられた のだった。 

出漁の ために、 川 崎 船 を ウィンチから 降して いた 漁 

夫 達 は、 その 二人 を 何も 云えず、 見送って いた。 四十 

位の 漁夫 は、 見て いられな いという 風に、 顔 を そむけ 

ると、 ィ ャィャ をす るよう に 頭 を ゆるく 二、 三度 振つ 



で、 死ぬ 思いば しないと、 生きられない なんてな。 I 

I 瓦斯 も恐ッ かね ど、 波 もお つかねし な」 

昼過ぎから、 空の 模様が どこか 変って きた。 薄い 

海霧が 一 面に —— 然しそう でない と 云われれば、 そう 

とも 思われる 程、 淡く かかった。 波 は 風呂敷で もつ ま 

み 上げた ように、 無数に 三角形に 騒ぎ 立った。 風が 急 

に マスト を 鳴らして 吹いて 行った。 荷物に かけて ある 

ズックの 覆いの 裾が バタ バタと デッキ をた たいた。 

「兎が 飛ぶ どォ —— 兎が！」 誰か 大声で 叫んで、 右舷 

の デッキ を 走って 行った。 その 声が 強い 風に すぐち ぎ 

リ 取られて、 意味の ない 叫び声の ように 聞こえた。 



とま 

ろに 碇 つていた XX 丸から 「突風」 の 警戒 報 を 受取つ 

ていた。 それに は 若し 川 崎 船が 出て いたら、 至急 呼 戻 

すよう にさえ 附け 加えて いた。 その 時、 「こんな 事に 

一 々ビ ク、 ビク していたら、 この カム サッ 力まで ヮザ 

ヮザ 来て 仕事なん か出来る かい」 —— そう 浅 川の 云つ 

たこと が、 無線 係から 洩れた。 

それ を 聞いた 最初の 漁夫 は、 無線 係が 浅 川で でも あ 

るよう に、 怒鳴りつ けた。 「人間の 命 を 何んだ つ て 思つ 

て やが るんだ！」 

「人間の 命？」 

「そうよ」 



た。 そして 口 ー プは 海蛇の ように、 たぐり 寄せられた。 

それが 何度もく り 返された。 こっちから は 皆 声 を そろ 

えて 呼んだ。 が、 それに は 答えなかった。 漁夫 達の 顔 

の 表情 は マスクの ように 化石して、 動かない。 眼 も 何 

か を 見た 瞬間、 そのまま 硬 わば つたよう に 動かない。 

—— その 情景 は、 漁夫 達の 胸 を、 眼の あたり 見て いら 

れ ない 凄 さで、 えぐり 刻んだ。 

又 口 ー プが 投げられた。 始め ゼン マイ 形に —— それ 

うなぎ 

から 鰻 のように 口 ー プの 先き がの びた かと 思う と I 

I その 端が、 それ を 捕えようと 両手 を あげてい る 漁夫 

の 首 根 を、 横 なぐりに たたきつけた。 皆 は 「アツ！」 



けたよう に、 霜の 結晶で キラ キラに 光った。 水夫 や 漁 

夫 は 両頰を 抑えながら、 甲板 を 走った。 船 は 後に 長く、 

曠野の 一本道の ような 跡 をの こして、 つき 進んだ。 

川 崎 船 は 中々 見つからない。 

九 時 近い 頃に なって、 ブリッジから、 前方に 川 崎 船 

が 一艘 浮かんで いるの を 発見した。 それが 分る と、 監 

督は 「畜生、 やっと 分り やが つた ど。 畜生！」 デッキ 

を 走って 歩いて、 喜んだ。 すぐ 発動機が 降ろされた。 

が、 それ は 探が していた 第一 号ではなかった。 それよ 

り は、 もっと 新しい 第^ 号と 番号の 打 たれて ある もの 

だった。 明らかに X X X 丸の ものら しい 鉄の 浮標が つ 



けられて いた。 それで 見る と X X X 丸が 何処かへ 移動 

する 時に、 元の 位置 を 知る ために、 そうして 置いて 行つ 

たもの だった。 

浅 川 は 川 崎 船の 胴体 を 指先き で、 トン トンた たいて 

いた。 

「これ ァ どうして バンと した もんだ」 ニヤ ッと 笑った。 

「引いて 行 くんだ」 

そして 第^ 号 川 崎 船 は ウィンチで、 博 光丸の ブ リツ 

ジに 引き あげられた。 川 崎 は 身体 を 空で ゆすりながら、 

しずく ひと 

I 卞を バジャ バジャ 甲板に 落した。 二 働き をして き 

た」 そんな 大様な 態度で、 釣り上がって 行く 川 崎 を 見 



「句んで す」 

見当 外れ をした 監督 は、 振り返る と、 怒り ッ ぼく、 

「何んで す？ —— 馬鹿。 番号 をけ ずるんだ。 カンナ、 

カンナ」 

大工 は 分らない 顔 をした。 

「あんぼん たん、 来い！」 

かたはば のこぎ リ 

肩巾の 広い 監督の あとから、 鋸 の 柄 を 腰に さして、 

カンナ を 持った 小柄な 大工が、 びっこで も 引いて いる 

ような 危ぃ 足取りで、 甲板 を 渡って 行った。 —— 川 崎 

船の 第^ 号の 「3」 が カンナで けずり 落されて、 「第 六 

号 川 崎始」 になって しまった。 



ざま 

「これでよ し。 これでよ し。 う ッはァ 、様 見や がれ！」 

監督 は、 口 を 三角形に ゆがめる と、 背の びで もす るよ 

こうしょう 

うに 哄笑 した。 

これ 以上 北航しても、 川 崎 船 を 発見す る 当が なかつ 

た。 第三 十六 号 川 崎 船の 引上げで、 足ぶ み をして いた 

船 は、 元の 位置に 戻る ために、 ゆるく、 大きく 力 ー ヴ 

をし 始めた。 空 は 晴れ 上って、 洗われた 後の ように 澄 

ん でいた。 カム サッ 力の 連峰が 絵葉書で 見る ス イツ ッ 

ルの 山々 のように、 くっきりと 輝いて いた。 

行 f 不明に なった 川 崎 船 は 帰らな、，'。 漁夫 達 は、 そ 



博 光丸が 元の 位置に 帰って から、 三日して 突然 (！) 

その 行衛 不明に なった 川 崎 船が、 しかも 元気よ く 帰つ 

てきた。 

たち ま 

彼等 は 船長室から 「糞 壺」 に 帰って くると、 忽ち 皆 

に、 渦巻の ように 取 巻かれて しまった。 

—— 彼等 は 「大 暴風雨」 のために、 一 たまり もな く 

操縦の 自由 をな くして しまった。 そう なれば もう 襟首 

をつ かまれた 子供より 他愛なかった。 一番 遠くに 出て 

いたし、 それに 風の 工合 も 丁度 反対の 方向だった。 皆 

は 死ぬ こと を 覚悟した。 漁夫 は 何時でも 「安々 と」 死 



ぬ 覚悟 をす る ことに 「慣らされて」 いた。 

が (！) こんな こと は 滅多に ある もので はない。 次 

の 朝、 川 崎 船 は 半分 水船に なった まま、 カム サッ 力の 

岸に 打ち上げられ ていた。 そして 皆 は 近所の ロシア 人 

に 救われた のだった。 

その ロシア 人の 家族 は 四人暮 しだった。 女が いたり、 

子供が いたりす る 「家」 という ものに 渴 していた 彼等 

にと つて、 其処 は 何とも 云えな く 魅力だった。 それに 

親切な 人達ば かりで、 色々 と 進んで 世話 をして くれた。 

然し、 初め 皆 は やっぱり、 分らない 言葉 を 云ったり、 

髪の毛 や 眼の 色の 異ぅ 外国人で あると いう ことが 無 気 



度 をしながら 話 をして いると、 ロシア 人が 四、 五 人 入つ 

てきた。 II 中に 支那 人が 一 人 交って いた。 —— 顔が 

おおき ひげ 

巨くて、 赤い、 短い 鬚の 多い、 少し 猫背の 男が、 いき 

なり 何 か 大声で 手振り をして 話し 出した。 船頭 は、 自 

分 達が ロシア語 は 分らない の だとい う 事 を 知らせる た 

めに、 眼の 前で 手 を 振って 見せた。 ロシア 人が 一句 切 

り 云う と、 その 口元 を 見て いた 支那 人 は 日本語 をし や 

ベリ 出した。 それ は 聞いて いる 方の 頭が、 かえって ご 

じ や ごじ やにな つ てし まうよう な、 順序の 狂った 日本 

語だった。 言葉と 言葉が 酔 払いの ように、 散り散りに 

よろめいて いた。 



「貴方方、 金 キット 持って いない」 

「そうだ」 

「貴方方、 貧乏人」 

「そうだ」 

「だから、 貴方方、 プロレタリア。 —— 分る？」 

「うん」 

ロシア 人が 笑いながら、 その 辺 を 歩き 出した。 時々 

立ち 止って、 彼等の 方 を 見た。 

「金 持、 貴方方 を これす る。 (首 を 締める 恰好 をす る) 

ま ね 

金 持 だんだん 大きくなる。 (腹の ふくれる 真似) 貴方 

方 どうしても 駄目、 貧乏人になる。 分る？ 



日本の 国、 駄目。 働く 人、 これ (顔をしかめて、 病人 

のよう な 恰好) 働かない 人、 これ。 え へん、 え へん。 

(偉 張って 歩いて みせる)」 

それ 等が 若い 漁夫に は 面白かった。 「そうだ、 そう 

だ！」 と 云って、 笑い出した。 

「働く 人、 これ。 働かない 人、 これ。 (前の を 繰り返し 

て) そんなの 駄目。 —— 働く 人、 これ。 (今度 は 逆に、 

胸 を 張って 偉 張って みせる、) 働かない 人、 これ。 (年 

取った 乞食の ような 恰好) これ 良ろ し。 —— 分かる？ 

ロシアの 国、 この 国。 働く 人ば かり。 働く 人ば かり、 

これ。 (偉 張る) ロシア、 働かない 人い ない。 ずるい 人 



ように、 日本の 言葉 を 一 つ、 一 つ 拾いながら、 話した。 

「働かないで、 お金 儲ける 人い る。 プロレタリア、 い 

つで も、 これ。 (首 を しめられる 恰好) —— これ、 駄目！ 

プロレタリア、 貴方方、 一人、 二人、 三人 ：：•• 百 人、 

千 人、 五 万人、 十万 人、 みんな、 みんな、 これ (子供 

のお 手々 つないで、 の 真似 をして みせる) 強くなる。 

大丈夫。 (腕 をた たいて) 負けない、 誰に も。 分る？」 

「ん、 ん！」 

「働かない 人、 にげる。 二 散に 逃げる 恰好) 大丈夫、 

本当。 働く 人、 プロレタリア、 偉 張る。 (堂々 と 歩いて 

みせる) プロレタリア、 一 番 偉い。 —— プロレタリア 



居ない。 みんな、 パン 無い。 みんな 死ぬ。 —— 分る？」 

「ん、 ん！」 

「日本、 まだ、 まだ 駄目。 働く 人、 これ。 (腰 を かがめ 

て 縮こまって みせる) 働かない 人、 これ。 (偉 張って、 

相手 をな ぐり 倒す 恰好) それ、 みんな 駄目！ 働く 人 

これ。 (形相 凄く 立ち上る、 突ッ かかって 行く 恰好。 

相手 をな ぐり 倒し、 フン づける 真似) 働かない 人、 こ 

れ。 (逃げる 恰好) —— 日本、 働く 人ば かリ、 いい 国。 

プロレタリアの 国！ 分る？」 

「ん、 ん、 分る！」 

口 シ ァ 人が 奇声 を あげ て、 ダンスの 時 のよう な 足ぶ 



み をした。 

「日本、 働く 人、 やる。 (立ち上って、 刃 向う 恰好) う 

れ しい。 ロシア、 みんな 嬉しい。 バン ザィ。 —— 貴方 

方、 船へ かえる。 貴方方の 船、 働かない 人、 これ。 (偉 

張る) 貴方方、 プロレタリア、 これ、 やる！ (拳闘の 

ような 真似 —— それからお 手々 つないで を やり、 又 

突ッ かかって 行く 恰好) —— 大丈夫、 勝つ！ II 分 

る？」 

「分る！」 知らない うちに 興奮して いた 若い 漁夫が、 

いきなり 支那 人の 手 を 握った。 「やる よ、 キット やる 

よ！」 



めずに 死ぬ の は 淋し 過ぎる。 —— すぐ 考え込ま さった。 

その 時、 網と 網の 間に、 誰かい るのに 漁夫が 気付いた。 

蟹の 甲殻の 片を 時々 ふむ らしく、 その 音が した。 

ひそめた 声が 聞こえて きた。 

漁夫の 眼が 慣れて くると、 それが 分って きた。 十四、 

五の 雑 夫に 漁夫が 何 か 云って いるの だった。 何 を 話し 

ている のか は 分らなかった。 後向きに なって いる 雑 夫 

は、 時々 ィャ、 ィャ をして いる 子供の ように、 すねて 

いるよう に、 向き を かえて いた。 それに つれて、 漁夫 

も その 通り 向き を かえた。 それが 少しの 間 続いた。 漁 

夫 は 思わず (そんな 風だった) 高い 声 を 出した。 が、 



すぐ 低く、 早口に 何 か 云った。 と、 いきな リ雑夫 を 抱 

きすく めて しまった。 暄嘩 だナ、 と 思った。 着物で 口 

を 抑えられた 「む ふ、 む ふ …… 」 という 息 声 だけが、 

ちょ つ と 

一寸の 間 聞え ていた。 然し、 そのまま 動か なくなった。 

II その 瞬間だった。 柔 かい 靄の 中に、 雑 夫の 二 本の 

足が 口 ー ソク のように 浮かんだ。 下半 分が、 すっかり 

裸になって しまって いる。 それから 雑 夫 は そのまま 

蹲んだ。 と、 その上に、 漁夫が 蟇の ように 覆い かぶ 

さった。 それだけが 「眼の 前」 で、 短 かい —— グッと 

咽喉に つかえる 瞬間に 行われた。 見て いた 漁夫 は、 思 

わず 眼 を そらした。 酔わされ たような、 撲 ぐられ たよ 



うな 興奮 を ワク ワクと 感じた。 

漁夫 達 はだん だん 内から むくれ 上 つ てく る 性慾に 悩 

まされ 出して きていた。 四 力 月 も、 五 力 月 も 不自然に、 

この 頑丈な 男 達が 「女」 から 離されて いた。 —— 函館 

で 買った 女の 話 や、 露骨な 女の 陰部の 話が、 夜になる 

と、 きまって 出た。 一枚の 春画が ボ サボ ザに 紙に 毛が 

立つ ほど、 何度も、 何度も グ ルグル 廻され た。 



床 とれの、 

ザ J ちら 向けえ の、 

口す えの、 



I それから、 雑 夫の 方へ 「夜這い」 が 始まった。 

バ ットを キャラメルに 換えて、 ポケットに 一 一つ 三つ 入 

れ ると、 ハッチ を 出て 行った。 

つけもの だる 

便所 臭い、 漬物 樽の 積ま さって いる 物置 を、 コック 

が 開ける と、 薄暗い、 ムッ とする 中から、 いきなり 横ッ 

面で もな ぐられ るよう に、 怒鳴られた。 

「閉めろ ッ！ 今、 入って くると、 この 野郎、 タ タキ 

殺す ぞ！」 

XXX 



無電 係が、 他 船の 交換して いる 無電 を 聞いて、 その 

収獲 を 一 々監督に 知らせた。 それで 見る と、 本船が ど 

うしても 負けて いるら しい 事が 分って きた。 監督が ァ 

セリ 出した。 すると、 テキ 面に そのこと が 何 倍 かの 強 

さに なって、 漁夫 や 雑 夫に 打ち 当ってき た。 —— 何時 

でも、 そして、 何んでも ドン 詰りの 引受 所が 「彼等」 

だけだった。 監督 や 雑 夫 長 はわ ざと 「船員」 と 「漁夫、 

雑 夫」 との 間に、 仕事の 上で 競争させる ように 仕組ん 

だ。 

同じ 蟹つ ぶし をして いながら、 「船員に 負けた」 とな 

ると、 (自分の 儲けになる 仕事で もない のに) 漁夫 や 雑 



な、 そんな 事 を 考えて いた。 

監督 は 「賞品」 の 外に、 逆に、 一 番 働きの 少 いもの 

に 「焼き」 を 入れる こと を 貼 紙した。 鉄棒 を 真 赤に 焼 

いて、 身体に そのまま 当てる ことだった。 彼等 は 何処 

まで 逃げても 離れない、 まるで 自分自身の 影の ような 

「焼き」 に 始終 追い かけられて、 仕事 をした。 仕事が 

しりあが 

尻 上りに、 目盛り を あげて 行った。 

人間の 身体に は、 どの位の 限度が あるか、 然し それ 

は 当の本人よりも 監督の 方が、 よく 知っていた。 —— - 

たな 

仕事が 終って、 丸太 棒の ように 棚の 中に 横 倒れに 倒れ 

ると、 「期せず して」 う、 う 、 うめいた。 



かも 知れない 気がする。 然し、 彼の 心の底に わ だか 

まっている ムッ とした 気持が、 それで ちっとも 晴れな 

く 思われた。 彼 は 黙って ベニヤ板 のように 固くなって 

いる 自分の 腹 を 撫でた。 弱い 電気に 触れる ように、 

お、 0- ゆび 

拇指の あたりが、 チヤ ラ チヤ ラと しびれる。 ィャな 気 

持が した。 拇指 を 眼の 高さに かざして、 片手で さすつ 

てみ た。 II 皆 は、 夕飯が 終って、 「糞 壺」 の 真中に 一 

つ 取りつ けて ある、 割目が 地図の ように 入って いる ガ 

タガタ の スト ー ヴに 寄って いた。 お 互の 身体が 少し 

あたたま にお 

温 つてく ると、 湯気が 立った。 蟹の 生ッ 臭い 匂いが 

ムレて、 ムッと 鼻に 来た。 



「何んだ か、 理窟 は 分らね ども、 殺された くねえ で」 

「ん だよ！」 

憂々 した 気持が、 もたれかかる ように、 其処へ 雪崩 

れて 行く。 殺され かかって いるんだ！ 皆 は ハツ キリ 

した 焦点 もな しに、 怒り ッ ぼくな つていた。 

「お、 俺 だち の、 も、 ものに もなら ない のに、 く、 糞 _ 

こッ 殺されて たまる もんか！」 

ども 

吃りの 漁夫が、 自分で もも どかしく、 顔 を 真 赤に 筋 

張らせて、 急に、 大きな 声 を 出した。 

ちょ つ と 

一寸、 皆 だまった。 何 かに グイと 心 を 「不意」 に 突 

き 上げられた —— の を 感じた。 



だ」 —— 学生 は 胸の ボタン を 外して、 階段の ように 一 

くぼ 

つ 一 つ 窪みの 出来て いる 胸 を 出して、 あくび をし なが 

ら、 ゴシ ゴシ搔 いた。 垢が 乾いて、 薄い 雲母の ように 

i: げ てきた。 

「ん よ、 か、 会社の 金 持ば かリ、 ふ、 ふんだ くるく せ 

に」 

まぶた 

カキの 貝殻の ように、 段々 のつ いた、 たるんだ 眼 蓋 

から、 弱々 しい 濁った 視線 を スト ォヴの 上に ボン ャリ 

投げて いた 中年 を 過ぎた 漁夫が 唾 を はいた。 スト ォヴ 

まんまる 

の 上に 落ちる と、 それが クルック ルツと 真 円に まるく 

な つ て、 ジ ュ ウジ ュ ゥ 云いながら、 豆の ように 跳ね 上 つ 



「無え か 9 …… 」 

「なかった な」 

「糞」 

「おい、 ウイ スキ ー を こっちに も 廻せ よ、 な」 

かくびん 

相手 は 角瓶 を 逆 かさに 振って みせた。 

「ぉッ と、 勿体ね えこと するな よ」 

「ヽヽ ヽヽヽ ヽヽー 

- ノノ ノノノ ノノ」 

「飛んでも ねえ 所 さ、 然し 来た もんだ な、 俺 も …… 」 

その 漁夫 は 芝 浦の 工場に いた ことがあった。 そこの 話 

がそれ から 出た。 それ は 北海道の 労働者 達に は 「工場」 

だと は 想像 もっかない 「立派な 処」 に 思われた。 「ここ 



の 百に 一 つ 位の ことがあ つたって、 あっち じゃス トラ 

ィキ だよ」 と 云った。 

その 事から —— その キッ かけで、 お 互の 今までして 

きた 色々 のこと が、 ひよ いひよ いと 話に 出て きた。 「国 

道 開た く 工事」 「灌漑 工事」 「鉄道 敷設」 「築港 埋立」 「新 

にしん ほと 

鉱 発掘」 「開墾」 「積 取 人夫」 「鰊 取り」 II 殆ん ど、 

その どれ か を 皆 はして きていた。 

I 内地で は、 労働者が 「横 平」 になって 無理が き 

かなくな り、 巿場も 大体 開拓され つくして、 行 詰って 

かぎ づめ 

くると、 資本家 は 「北海道 • 樺 太へ！」 鈎 爪 をのば し 

た。 其処で は、 彼等 は 朝鮮 や、 台湾の 殖民 地と 同じよ 



うらやま 

働いて いる 囚人の 方 を、 皆 はかえ つて 羨 しがった。 

こと ぼうが しら 

殊に 朝鮮人 は 親方、 棒 頭 から も、 同じ 仲間の 土方 (日 

本人の) から も 「踏ん づける」 ような 待遇 を うけてい 

た。 

其処から 四、 五 里 も 離れた 村に 駐在して いる 巡査が、 

それでも 時々 手帖 を もって、 取調べに テク テク やって 

くる。 夕方まで いたり、 泊り こんだり した。 然し 土方 

達の 方へ は 一度 も 顔 を 見せなかった。 そして、 帰りに 

は 真 赤な 顔 をして、 歩きながら 道の 真中 を、 消防の 

ま ね 

真似で もして いるよう に、 小便 を 四方に ジ ャジャ やり 

ながら、 分らない 独 言 を 云って 帰って 行った。 



北海道で は、 字義 通り、 どの 鉄道の 枕木 も それ は そ 

のま ま 一本々々 労働者の 青む くれた 「死骸」 だった。 

築港の 埋 立に は、 脚気の 土工が 生きた まま 「人柱」 の 

ように 埋められた。 —— 北海道の、 そういう 労働者 を 

r タコ (蛸)」 と 云って いる。 蛸 は 自分が 生きて 行く た 

めに は 自分の 手足 を も 食って しまう。 これ こそ、 全く 

そっくり ではない か！ そこで は 誰 を も 憚らない 「原 

始的」 な 搾取が 出来た。 「儲け」 がゴ ゾリ、 ゴ ゾリ 掘り 

かえって きた。 しかも、 そして、 その 事 を 巧みに 「国 

家 的」 富 源の 開発と いう ことに 結びつけて、 マン マと 

合理化し ていた。 抜 目がなかった。 「国家」 のために、 



労働者 は 「腹が減り」 「タタき 殺されて」 行った。 

r 其処から 生きて 帰れた なんて、 神助け 事 だよ。 有難 

かった な！ ん でも、 この 船で 殺されて しまったら、 

同じ だべよ。 —— 何ァ— ん でえ！」 そして 突 調子な く 

大きく 笑った。 その 漁夫 は 笑って しまつてから、 然し 

まゆ 

眉の あたり を アリア リと 暗く して、 横 を 向いた。 

や ま 

鉱山で も 同じだった。 —— 新しい 山に 坑道 を 掘る。 

そこに どんな 瓦斯が 出る か、 どんな 飛んでも ない 変化 

が 起る か、 それ を 調べ あげて 一 つの 確 針 をつ かむ のに、 

資本家 は 「モルモット」 より 安く 買える 「労働者」 を、 

乃 木 軍神が やった と 同じ 方法で、 入り 代り、 立ち 代り 



のない 黄色く むくんだ、 始終 ボン ャリ した 顔 をして い 

たんじん 

た。 日光の 不足と、 炭塵と、 有毒 ガス を 含んだ 空気と、 

温度と 気圧の 異常と で、 眼に 見えて 身体が おかしく 

なって ゆく。 「七、 八 年 も 坑夫 をして いれば、 凡そ 四、 

ぶ ま つ くらやみ 

五 年間 位 は打ッ 続けに 真暗闇の 底に いて、 一度 だって 

太陽 を 拝まなかった ことになる、 四、 五 年 も！」 —— - 

だが、 どんな 事が あろうと、 代りの 労働者 を 何時でも 

沢山 仕入れる ことの 出来る 資本家に は、 そんな こと は 

どうで もい い 事であった。 冬が 来る と、 「やはり」 労働 

者 は その 坑 山に 流れ込んで 行った。 

それから 「入 地 百姓」 —— 北海道に は 「移民 百姓」 



ま 

稀れ に 餓死から 逃れ 得ても、 その 荒 ブ地を 十 年 も か 

かって 耕 やし、 ようやく これで 普通の 畑に なった と 思 

える 頃、 実は それにち ァん と、 「外の 人」 の ものになる 

ようにな つていた。 資本家 は II 高利 貸、 銀行、 華族、 

うそ 

大金 持 は、 噓 のよう な 金 を 貸して 置けば、 (投げ捨てて 

置けば) 荒 地 は、 肥えた 黒猫の 毛 並の ように 豊饒な 土 

地に なって、 間違な く、 自分の ものに なって きた。 そ 

んな事 を 真似て、 濡手を きめこむ、 目の 鋭い 人間 も、 

又 北海道に 入り込ん できた。 —— 百姓 は、 あっちから 

も、 こっちから も 自分の もの を嚙 みとられて 行った。 

しま 

そして 終い に は、 彼等が 内地で そうされ たと 同じよう 



「おい、 端 を 持って けれ」 

ふんどし 

襌 の 片端 を 持って もらって、 広げながら 虱 をと つ 

た。 

漁夫 は 虱 を 口に 入れて、 前歯で、 音 を させて つぶし 

おや. ぴ 

たり、 両方の 拇指の 爪で、 爪が 真 赤になる までつ ぶし 

ふ ± ん てん すそ 

た。 子供が 汚い 手 をす ぐ 着物に 拭く ように、 袢 天の 裾 

にぬ ぐうと、 又 始めた。 —— それでも 然し 眠れない。 

のみ ナンキン むし 

何処から 出て くる か、 夜通し 虱と 蚤と 南京虫に 責めら 

れる。 いくら どうしても 退治し 尽 されなかった。 薄暗 

く、 ジ メジ メ している 棚に 立って いると、 すぐ モゾモ 

すね は しま 

ゾと 何十 匹 もの 蚤が 脛 を 這い 上って きた。 終い に は、 



自分の 体の 何処かが 腐って でも いないの か、 と 思った。 

うじ ふらん 

蛆ゃ蠅 に 取りつ かれて いる 腐爛した 「死体」 ではない 

か、 そんな 不気味 さ を 感じた。 

お湯に は、 初め 一 日 置きに 入れた。 身体が 生ッ 臭く 

よごれて 仕様がなかった。 然し 一週間 もす ると、 三日 

置きに なり、 一力 月 位 経つ と、 一週間 一度。 そしてと 

らんぴ 

うとう 月 二回に されて しまった。 水の 濫費 を 防ぐ ため 

だった。 然し、 船長 や 監督 は 毎日お 湯に 入った。 それ 

は 濫費に はならなかった。 (！) —— 身体が 蟹の 汁で 

汚れる、 それが そのまま 何日 も 続く、 それで 虱 か 南京 

虫が 湧かない 「害」 がなかった。 



バックに、 突き出て いる ウィンチの 腕、 それにす つか 

リ 身体 を 縛られて、 吊し上げられ ている 雑 夫が、 ハツ 

キリ 黒く 浮び 出て みえた。 ウィンチの 先端まで 空 を 

ぞうきん 

上って ゆく。 そして 雑巾 切れで もひッ かかった ように、 

しばらくの 間 —— 一 一十 分 も そのままに 吊 下げられ てい 

る。 それから 下がって 行った。 身体 をく ねらして、 も 

がいている らしく、 両足が 蜘蛛の巣に ひっかかった 蠅 

のように 動いて いる。 

やがて 手前の サロンの 陰に なって、 見え なくなった。 

一直線に 張って いた ワイ^ -1 だけが、 時々 ブランコの 

ように 動いた。 



涙が 鼻に 入って ゆく らしく、 水 鼻が しきりに 出た。 

大工 は 又 「つかみ 鼻」 をした。 それから 横 ポケットに 

力なつ-ち 

ブラン ブランし ている 金槌 を 取って、 仕事に かかった。 

大工 は ひょいと 耳 をす まして —— 振り かえって 見た。 

ワイヤ • 口— プが、 誰か 下で 振って いるよう に 揺れて 

いて、 ボ クン ボ クンと 鈍い 不気味な 音 は 其処から して 

いた。 

ウィンチに 吊された 雑 夫 は 顔の 色が 変って いた。 死 

あ. P 

体の ように 堅く しめてい る 唇から、 泡 を 出して いた。 

まき わき 

大工が 下りて 行った 時、 雑 夫 長が 薪 を 脇に はさんで、 

片肩を 上げた 窮屈な 恰好で、 デッキから 海へ 小便 をし 



ながら 円る く 転んで 行った。 仲間が 周章て て 学生 を 

ハッチに 連れて行こう とした。 それが 丁度、 監督が 口 

笛 を 吹きながら 工場に 下りて きたのと、 会った。 ひよ 

いと 見て とる と、 

「誰が 仕事 を 離れつ たんだ！」 

「誰が P …… 」 思わず グッと 来た 一 人が、 肩で っッか 

かるよう にせき 込んだ。 

「誰が ァ —— ？ この 野郎、 もう 一度 云って みろ！」 

監督 は ポケットから ピストル を 取り出して、 玩具の よ 

うにい じり 廻 わした。 それから、 急に 大声で、 口 を 三 

角 形に ゆがめながら、 背の び をす るよう に 身体 を ゆ 



た。 そして 子供の 前掛けの ように、 胸に、 それが 明ら 

かに 監督の 筆致で、 

あさなわ 

r 此者ハ 不忠 ナル偽 病 者 ニッキ、 麻 緦ヲ解 クコト 

ヲ 禁ズ」 

と 書いた ボ— ル紙を 吊して いた。 

額に 手 を やって みると、 冷えき つた 鉄に 触る より 冷 

たくな つてい る。 雑 夫 等 は 工場に 入る まで、 ガヤ ガヤ 

しゃべつ ていた。 それが 誰も 口 をき くもの がない。 後 

から 雑 夫 長の 下りて くる 声 をき くと、 彼等 は その 学生 

の 縛られて いる 機械から 二つに 分れて 各々 の 持 場に 流 

れて 行った。 



ている うちに、 眼に 見えずに、 考える こと、 云う こと 

は 

する ことが、 (なめくじが 地面 を 匐う ほどの のろ さ だ 

が) 同じに なって 行った。 —— その 同じ 流れのう ちで 

も、 勿論 澱んだ ように 足ぶ み をす る ものが 出来たり、 

別な 方へ 外れて 行く 中年の 漁夫 も ある。 然し その どれ 

もが、 自分で は 何ん にも 気付かな いうちに、 そうな つ 

て 行き、 そして 何時の間にか、 ハツ キリ 分れ、 分れに 

なって いた。 

や ま 

朝だった。 タ ラップ を ノロ ノロ 上りながら、 炭 山 か 

ら 来た 男が、 

「とても 続かね え や」 と 云った。 



「ずるけ て サボ るんで ねえんだ。 働け ねえから だよ」 

や ま じょうはく 

炭 山が 袖 を 上膊 のと ころまで、 まくり上げて、 眼の 

前です かして 見る ように かざした。 

「長げ えこと ねえんだ。 俺ァ ずるけ て サボ るんで 

ねえんだ ど」 

「それ だら、 そんだ」 

「 」 

とさか けんか どり 

その 日、 監督 は 鶏冠 を ピンと 立てた 暄曄 鶏の ように、 

工場 を 廻って 歩いて いた。 「どうした、 どうした £:」 と 

怒鳴 リ 散らした。 が ノロ ノロと 仕事 をして いるの がー 

ほと 

人、 二人で なしに、 あっちで も、 こっちで も —— 殆ん 



XXX 

「中 積 船 だ！ 中 積 船 だ！」 上甲板で 叫んで いるの が、 

下まで 聞え てきた。 皆 は 思い思い 「翼 壺」 の 棚から ボ 

口 着の まま 跳ね 下りた。 

中 積 船 は 漁夫 や 船員 を 「女」 よりも 夢中に した。 こ 

の 船 だけ は塩ッ 臭くない、 —— 函 館の 句い がして いた。 

何 力 月 も、 何百 日 も 踏みし めた ことのない、 あの 動か 

ない 「土」 の 匂いが していた。 それに、 中 積 船に は 日 

附の 違った 何 通り もの 手紙、 シャツ、 下着、 雑誌な ど 

が 送りと どけられ ていた。 



すみ 

薄暗い 隅に 顔 を 向けて、 皆 ガヤ ガヤ 騒いで いるの を 

よそに、 何度も 指 を 折り 直して、 考え込んで いるの が 

しらせ 

いた。 —— 中 積 船で 来た 手紙で、 子供の 死んだ 報知 を 

読んだ のだった。 二 力 月 も 前に 死んで いた 子供の、 そ 

れを 知らずに 「今まで」 いた。 手紙に は 無線 を 頼む 金 

もなかつ たので、 と 書かれて いた。 漁夫が £: と 思わ 

れる 程、 その 男 は 何時までも ムッ つりして いた。 

然し、 それと 丁度 反対の があった。 ふやけた 蛸の 子 

のよう な 赤子の 写真が 入って いたりした。 

とんきょう 

「これが か？：」 と、 頓狂な 声で 笑い出して しまう。 

それから 「どう だ、 これが 産れ たんだと よ」 と 云つ 



ィ をして、 太い ズボン を はいた、 若い 同じような 恰好 

の 男が 二、 三人 トランク を 重そう に 持って、 船へ やつ 

てきた。 

「臭い、 臭い！」 

そう 云いながら、 上着 を 脱いで、 口笛 を 吹きながら、 

幕 を はったり、 距離 を はかって 台 を 据えた リし 始めた。 

漁夫 達 は、 それ 等の 男から、 何 か 「海で」 ない もの I 

I 自分 達の ような もので ない もの、 を 感じ、 それに ひ 

どく 引きつ けられた。 船員 や 漁夫 は 何処か 浮かれ 気味 

で、 彼等の 仕度に 手伝った 

一番 年 かさら しい 下品に 見える、 太い 金縁の 眼鏡 を 



こめかみと 顎の 骨 を 動かしながら、 「するめ」 を 咬んで 

いた。 

「やめろ、 やめろ！」 後から 怒鳴る。 

「お前え なんか、 ひっこめ！ 弁士が いるんだ、 ちァ 

んと」 

「六角 棒の 方が 似合う ぞ！」 —— 皆 ドッと 笑った。 口 

笛をピ ユウ ピ ユウ 吹いて、 ャケに 手 をた たいた。 

監督 もま さか 其処で は 怒れず、 顔 を 赤く して、 何 か 

云う と (皆が 騒ぐ ので 聞えなかった) 引っ込んだ。 そ 

して 活動写真が 始まった。 

最初 「実写」 だった。 宮城、 松 島、 江ノ 島、 京都… 



あった。 

西洋 物 は アメリカ 映画で、 「西部 開発 史」 を 取扱った 

ものだった。 —— 野蛮人の 襲撃 をう けたり、 自然の 暴 

虐に 打ち壊されて は、 又 立ち上り、 1 間々々 と 鉄道 を 

のばして 行く。 途中に、 一 夜 作りの 「町」 が、 まるで 

鉄道の 結び コブ のように 出来る。 そして 鉄道が 進む、 

その 先き へ、 先き へと 町が 出来て 行った。 —— 其処 か 

ら 起る 色々 な 苦難が、 一 工夫と 会社の 重役の 娘との 「恋 

物語」 とも つれ 合って、 表へ 出たり、 裏にな つたり し 

て 描かれて いた。 最後の 場面で、 弁士が 声 を 張り あげ 

た。 



居ね えんだ。 殺して や るんだ」 

監督の ためにな ぐられ たことの ある 漁夫だった。 I 

I その 男 は スト ー ヴ のデレ ツキ を 持って、 眼の 色 を か 

えて、 又 出て 行った。 誰も それ をと めなかった。 

「な！」 函 館の 漁夫 は 友達 を 見上げた。 「漁夫 だって、 

何時も 木の 根ッ こみたい な 馬鹿で ねえんだ な。 面白く 

なる ど！」 

まどガラス 

次の 朝に なって、 監督の 窓 硝子から テ— ブルの 道具 

こわ 

が 、すっかり 滅茶苦茶に 壊されて いた ことが 分った。 

監督 だけ は、 何処に いたの か 運良く 「こわされて」 い 

なかった。 



うた こわだ 力 

事 をした。 唄 をうた つたり、 機械 越しに 声高に 話し 

合った。 

「こんな 風に 仕事 を させたら、 どんな もんだ ベな」 

皆が 仕事 を 終えて、 上甲板に 上って きた。 サロンの 

わめ 

前 を 通る と、 中から 酔 払って、 無遠慮に 大声で 喚き 散 

らして いるの が 聞え た。 

給仕が 出て きた。 サロンの 中 は 煙草の 煙で ムン ムン 

していた。 

給仕の 上気した 顔に は、 汗が 一 つ 一 つ 粒に なって 出 

び ん あ 一 J 

ていた。 両手に 空の ビ ー ル瓶を 一杯 もっていた。 顎で、 

ズボンの ポケット を 知らせて、 



すみ 

コック 部屋の 隅に は、 粗末に 食い散らされた 空の 蟹 

罐詰 ゃビ— ル 瓶が 山積みに 積ま さって いた。 朝になる 

と、 それ を 運んで 歩いた ボ— ィ 自身で さえ、 よくこん 

なに 飲んだり、 食ったり した もんだ、 と 吃驚した。 

給仕 は 仕事の 関係で、 漁夫 や 船員な どが、 とても 窺 

い 知る ことの 出来ない 船長 や 監督、 工場 代表な どの ム 

キ 出しの 生活 をよ く 知っていた。 と 同時に、 漁夫 達の 

み じ ぶため 

惨めな 生活 (監督 は 酔う と、 漁夫 達 を 「豚 奴々々」 と 

云って いた) も、 ハツ キリ 対比され て 知っている。 公 

平に 云って、 上の 人間 はゴ ウマンで、 恐ろしい こと を 

儲けの ために 「平気」 で 謀 んだ。 漁夫 や 船員 は それに 



んだ。 

夕飯が 終って から、 「糞 壺」 へ 給仕が おりて きた。 皆 

は スト— ヴの 周囲で 話して いた。 薄暗い 電燈の 下に 

立って 行って、 シャツから 虱 を 取って いるの もいた。 

たび すす 

電燈を 横切る 度に、 大きな 影が ペンキ を 塗った、 煤け 

た サイドに 斜めにう つ つた。 

「士官 や 船長 や 監督 の 話 だけれ どもな、 今度 ロシアの 

領地へ こっそり 潜入して 漁 をす るそう だ ど。 それで 駆 

逐艦 がしつき リ なしに、 側に いて 番をして くれる そう 

だ —— 大部、 コレ やって るら しいな。 (拇指と 人差指 

で 円る くして みせた) 



ころ 

「皆の 話 を 聞いて いると、 金が そのまま ゴロ ゴロ 転 

がって いるよう な カム サッカ や 北 樺 太な ど、 この辺 一 

帯 を、 行く行く はどうしても 日本の ものにする そうだ _ 

日本の ァレは 支那 や 満洲ば かりで なしに、 こっちの 方 

面 も 大切 だ つて 云 うんだ。 それに はこ この 会社が 三菱 

などと 一緒にな つて、 政府 をゥマ クっッ ついてい るら 

しい。 今度 社長が 代議士に なれば、 もっと それ を ドン 

ドン やる よう だ ど。 

「それで さ、 駆逐艦が 蟹工船の 警備に 出動す ると 云つ 

たと ころで、 どうして どうして、 それば かりの 目的で 

なくて、 この辺の 海、 北 樺 太、 千島の 附近まで 詳細に 



測量したり 気候 を 調べたり する のが、 かえって 大目 的 

で、 万一の ァレに 手ぬ かりなく する 訳 だな。 これ ァ秘 

密 だろうと 思 うんだ が、 千島の 一番 端の 島に、 コッソ 

リ 大砲 を 運んだり、 重油 を 運んだり している そうだ。 

「俺 初めて 聞いて 吃驚し たんだ けれどもな、 今までの 

日本の どの 戦争で も、 本当 は —— 底の 底 を 割って みれ 

ば、 みんな 二人 か 三人の 金 持の (そのかわり 大金 持の) 

き つ かけ 

指図で、 動機 だけ は 色々 に こじつけて 起した もんだ と 

よ。 何ん しろ 見込の ある 場所 を 手に入れたくて、 手に 

入れたくて バタ バタして るんだ そうだ からな、 そいつ 

等 は。 —— 危 いそうだ」 



ウィンチが ガ ラガラ とな つ て、 川 崎 船が 下が つ てき 

た。 丁度 その 下に 漁夫が 四 人 程 居て、 ウィンチの 腕が 

短い ので、 下りて くる 川 崎 船 を デッキの 外側に 押して 

やって、 海まで それが 下りれ るよう にして やって いた。 

—— よく 危ぃ ことがあった。 ボロ 船の ウィンチ は、 

かっけ ひざ 

脚気の 膝の ように ギ クシ ャクと していた。 ワイ^ -1 を 

巻いて いる 歯車の 工合で、 グィと片方のヮィ^ -1 だけ 

びっこ くんせい にしん 

が 跛に のびる。 川 崎 船が 燻製 鰊の ように、 すっかり 



ちよ-つじ 

「ん でも、 船長さん がその 前に 弔詞 を 読んで くれる こ 

とに な つ てるんだ よ」 

あざ 

「船長 ォ？ 弔詞 ィ？ —— 」 嘲け るよう に、 「馬鹿！ 

ゆうちょう 

そんな 悠長な ことし てれる か」 

悠長な こと はして いられなかった。 蟹が 甲板に 山積 

みに なって、 ゴ ソゴソ 爪で 床 をなら していた。 

さけ ます こも づ つ 

そして、 どんどん 運び出されて、 鮭 か 鱒の 菰 包みの 

ように 無雑 作に、 船尾に つけて ある 発動機に 積み込ま 

れた。 

「いい か II ？」 

「ょォ —— し …… 」 



表に は 何も 出さない。 気付かれな いように 手 を ゆる 

め て 行く。 監督が どんなに 思い ッ 切り 怒鳴り 散らして 

も、 タ タキつ けて 歩いても、 口答え もせず 「おとなし 

く」 している。 それ を 一日置きに 繰り かえす。 (初めは 

おっかな びっくり、 おっかなび つくりでして いたが) 

—— そういうよ うにして、 「サボ」 を 続けた。 水葬の こ 

そろ 

とがあって から、 モット その 足 並が 揃ってき た 

仕事の 高 は 眼の 前で 減って 行った。 

中年 過ぎた 漁夫 は、 働かされ ると、 一 番 それが 身に 



こたえる のに、 「サボ」 に は ィャな 顔 を 見せた。 然し 内 

心 (！) 心配して いた ことが 起らずに、 不思議で なら 

なかった が、 かえって 「サボ」 が 効いて ゆく の を 見る 

と、 若い 漁夫 達の 云うよう に、 動き かけて きた。 

困った の は、 川 崎の 船頭だった。 彼等 は 川 崎の こと 

では 全責任が あり、 監督と 平 漁夫の 間に 居り、 「漁獲高」 

のこと では、 すぐに 監督に 当って 来られた。 それで 何 

よりつら かった。 結局 三分の 一 だけ 「仕方なし に」 漁 

夫の 味方 をして、 後の 三分の 二 は 監督の 小さい 「出店」 

—— その 小さい 「〇」 だった。 

「それ ァ 疲れる さ。 工場の ように キ チン、 キ チンと 仕 



事が きまって る わけに は 行かな いんだ。 相手 は 生き物 

だ。 蟹が 人間 様に 都合よ く、 時間々々 に 出て きて はく 

れ ないしな。 仕方がな いんだ」 —— そっくり 監督の 蓄 

音 機だった。 

こんな ことがあった。 —— 糞壺 で、 寝る 前に、 何 か 

の 話が 思いがけなく 色々 の 方へ 移って 行った。 その 時 

ひょいと、 船頭が 威張った こと を 云って しまった。 そ 

れは 別に 威張った ことで はない が、 「平」 漁夫に はムッ 

ときた。 相手の 平 漁夫が、 そして、 少し 酔って いた。 

「何んだ つて？」 いきなり 怒鳴った。 I 手前え、 何んだ。 

あまり 威張った こと を 云わね え 方が ええんだ で。 漁に 



たので もなかった。 ただ、 何 か 起ったり 又し なければ 

なら なくなったり すると、 その 三、 四 人の 意見が 皆の 

と 一致した し、 それで 皆 も その 通り 動く ようになった- 

ども 

I 学生 上りが 二人 程、 吃りの 漁夫、 「威張ん な」 の 漁 

夫な どが それだった。 

ば 

学生が 鉛筆 をな め、 なめ、 一晩中 腹這いに なって、 

紙に 何 か 書いて いた。 —— それ は 学生の 「発案」 だつ 

た。 

発案 (責任者の 図) 

A B C 



一 一人の 学生 J 「雑 夫の 方 一 人 

各々 そのうちの 餓鬼大将 を 一 人ず つ 

一川 崎 船の 方 二人 

二人ず つ 



吃りの 漁夫 



水夫の 方 一 人 J 



諸君 

「威張ん な」 L 厂 火夫の 方 一 人」 

A 6. 



国別に して、 

义 「リ倚 船 > j 



水、 火夫の 



「全部の J 

r 諸君 」 



学生 は どんな もんだいと 云った。 どんな 事が A から 

起ろう が、 C から 起ろう が、 電気よ リ 早く、 ぬかりな 

く 「全体の 問題」 にす る ことが 出来る、 と 威張った。 

それが、 そして 一 通り 決められた。 —— 実際 は、 それ 

たやす 

はそう 容易く は 行われな か つ たが。 

「殺されたくない もの は 来れ！」 —— その 学生 上り 

もう リ もとな リ 

の 得意の 宣伝 語 だ つ た。 毛 利 元 就の 弓矢 を 折る 話 や、 

内務省 かの ポスタ ー で 見た ことの ある 「綱引き」 の 例 

を もってき た。 「俺達 四、 五 人 いれば、 船頭の 一 人位 海 

の 中へ タタ キ 落す なんか 朝飯前 だ。 元気 を 出 すんだ」 

「一人と 一 人 じ や 駄目 だ。 危ぃ。 だが、 あっち は 船長 



から 何から を 皆ん な 入れて 十 人に ならない。 ところが 

こっち は 四百 人に 近い。 四百 人が 一緒に なれば、 もう 

こっちの もの だ。 十 人に 四百 人！ 相撲に なるなら、 

やって みろ、 だ」 そして 最後に 「殺されたくない もの 

は 来れ！」 だった。 —— どんな 「ボン クラ」 でも 「飲 

ん だくれ」 でも、 自分 達が 半殺しに される ような 生活 

を させられ ている こと は 分って いたし、 (現に、 眼の 前 

で 殺されて しまった 仲間の いる こと も 分って いる) そ 

れに、 苦し まぎれに やった チョコ チョコした 「サボ」 

が 案外 効き 目が あつたので 学生 上り や 吃りの いう こと 

も、 よく 聞き入れられた。 



た。 たしかに XX 丸の ものだった。 

「君のお 陰 だ」 と、 彼 は 監督ら しくな く、 局長の 肩 を 

t, こ， -こヽ ，4, こ。 

網 を 上げて いると ころ を 見付けられて、 発動機が 

放々 の 態で 逃げて くる こと もあった。 他 船の 網 を 手当 

リ 次第に 上げる ようになって、 仕事が 尻 上りに 忙しく 

なった。 

なま 

仕事 を 少しで も 怠けた と 見る ときには 大 

焼き を 入れる。 

組 をな して 怠けた ものに は カム サッカ 体 

操 をさせる。 



引きず ッ ている ように 重かった。 

「俺 ァ、 キット 殺される ベよ」 

「ん。 ん でも、 どうせ 殺される ッて 分ったら、 その 時 

ァゃ るよ」 

芝 浦の 漁夫が、 

「馬鹿！」 と、 横から 怒鳴りつ けた。 「殺される ッて 

分ったら？ 馬鹿 ァ、 何時 だ、 それ ァ。 —— 今、 殺さ 

れて いるんで ねえ か。 小刻みに よ。 彼奴 等 はな、 上手 

なんだ。 ピストル は 今にもう つよう に、 何時でも 持つ 

ている が、 なかなか そんなへ マ はしな いんだ。 あれ ァ 

「手」 なんだ。 II 分る か。 彼奴 等 は、 俺達 を 殺せば、 



で 皆 は 残業 を させられて、 少し 早目に (久し振りに！) 

仕事が 終った。 

皆が 「糞 壷」 に 降りて 来た。 

「元気ね えな」 芝 浦だった。 

「こら、 足ば 見て けれ や。 ガク、 ガクッ て、 段ば 降り 

れ なくなつ たで」 

「気の毒 だ。 それでも まだ 一 生 懸命 働いて やろう ッて 

ん だから」 

「誰が！ —— 仕方 ねんだ ベよ」 

芝 浦が 笑った。 「殺される 時 も、 仕方が ねえ か」 

「 」 



水夫と 火夫が いなかったら、 船 は 動かな いんだ。 I 

I 労働者が 働かねば、 ビタ 一文 だって、 金 持の 懐に や 

入らな いんだ。 さっき 云った 船 を 買ったり、 道具 を 用 

意したり、 仕度 をす る 金 も、 やっぱり 他の 労働者が 血 

をし ぼって、 儲けさせて やった 俺達から しぼり 

取って 行き やが つた 金なん だ。 —— 金 持と 俺達と は 親 

と 子なん だ …… 」 

監督が 入って きた。 

皆 ドマつ いた 恰好で、 ゴソ ゴソし 出した。 



ガラス ちリ 

空気が 硝子の ように 冷たくて、 塵 一本な く 澄んで い 

た。 —— 二 時で、 もう 夜が 明けて いた。 カム サッ 力の 

連峰が 金 紫色に 輝いて、 海から 二、 三寸 位の 高さで、 

さざなみ 

地平線 を 南に 長く 走って いた。 小波が 立って、 その 一 

つ 一 つの 面が、 朝日 を 一 つ 一 つうけ て、 夜明けら しく、 

寒々 と 光って いた。 II それが 入り乱れて 砕け、 入り 

交れて 砕ける。 その 度に キラ キラ、 と 光った。 鷗の啼 

声が (何処に いるの か 分らずに) 声 だけして いた。 I 

I さわやかに、 寒かった。 荷物に かけて ある、 油のに 

じんだ ズックの 力 ヴァが 時々 ハタ ハタと なった。 分ら 



「まず 糞壺さ 引き あげる ベ。 そうする ベ。 —— 非道え 

奴 だ。 ちゃんと 大 暴風に なること 分って いて、 それで 

船 を 出させ るんだ からな。 —— 人殺し だべ！」 

「あったら 奴に 殺されて、 たまる け ァ！」 

「今度 こそ、 覚え てれ！」 

ほと 

殆んど 一 人 も 残さないで、 糞壺へ 引き あげてき た。 

中には 「仕方なし に」 随 いて 来た もの もい るに はいた。 

—— 皆の ドカド カツと 入り込んで きたのに、 薄暗い 

ところに 寝て いた 病人が、 吃驚して 板の ような 上半身 

を 起した。 ヮケを 話して やる と、 見る見る 眼に 涙 をに 

じ ませて 何度も、 何 S も 頭 を 振って うなずいた。 



になる てんだ とよ。 ゥッ カリ 文句 をぬ かした 一機が、 

シャべ ルで 滅多 やたらに たたきのめされて、 あげくの 

果て、 ボ イラ— に 燃 かれて しまう ことがあ るんだ とよ _ 

そうで もした くなる ベ よ！」 

「んな …… 」 

力 ま 

汽罐の 前で は、 石炭 カスが 引き出されて、 それに 水 

ち ラちラ 

でも かけたら しく、 濛々 と 灰が 立ちのぼ つていた。 そ 

ひざ 

の 側で、 半分 裸の 火夫 達が、 煙草 を くわえながら、 膝 

を 抱えて 話して いた。 薄暗い 中で、 それ は ゴリラが う 

ずく まってい るのと、 そっくりに 見えた。 石炭 庫の 口 

が 半開きに なって、 ひんやりした 真暗な 内 を、 無気味 



達 は 何が あろうと、 仲間 を 裏切らな いこと だ。 これ だ 

けさえ、 しっかり つかんで いれば、 彼奴 等 如き を モミ 

つぶす は、 虫ケラ より 容易い こと だ。 そんなら ば、 

第二に は 何 か。 諸君、 第二に も 力 を 合わせる こと だ。 

落伍者 を 一 人 も 出さない という こと だ。 一 人の 裏切者、 

一人の 寝が えり 者 を 出さない という こと だ。 たった 一 

人の 寝が えりもの は、 三百 人の 命 を 殺す と いう こと を 

知らなければ ならない。 一人の 寝が えり …… (「分った、 

分った」 「大丈夫 だ」 「心配し ないで、 やってくれ」) … 

「俺達の 交渉が 彼奴 等をタ タキの めせる か、 その 職分 



「其処 だけで よかつ たんだ」 後で 誰か ひやかした。 そ 

れで皆 は 一 度に ヮッと 笑い出して しまった。 

火夫 は、 夏の 真 最中に、 ボ イラ ー の 柄の 長い シャべ 

ルを 使う ときよりも、 汗 を びっしょり かいて、 足元 さ 

え 頼りなくな つていた。 降りて 来たと き、 「俺 何し や 

べつた かな？」 と 仲間に きいた。 

学生が 肩 をた たいて、 「いい、 いい」 と 云って 笑った。 

「お前え だ、 悪い のァ。 別にいた のによ、 俺で なくた つ 

て …… 」 

「皆さん、 私達 は 今日の 来る の を 待って いたんです」 

I 壇に は 一 五、 六 歳の 雑 夫が 立って いた。 



「皆さん も 知っている、 私達の 友達が この ェ 船の 中で、 

どんなに 苦しめられ、 半殺しに された か。 夜に なって 

薄ッぺ らい 布団に 包ま つ てから、 家の こと を 思い出し 

て、 よく 私達 は 泣きました。 此処に 集って いる どの 雑 

夫に も 聞いて みて 下さい。 ー晚 だって 泣かない 人 はい 

ない のです。 そして 又 一人 だって、 身体に 生キズ のな 

いもの はいない のです。 もう、 こんな 事が 三日 も 続け 

ば、 キット 死んで しまう 人 もい ます。 ちょっとで 

うち 

も 金の ある 家なら ば、 まだ 学校に 行けて、 無邪気に 遊 

んで いれる 年頃の 私達 は、 こんなに 遠く …… (声が か 

すれる。 吃り 出す。 抑えられ たように 静かに なった) 



「我 帝国の 軍艦 だ。 俺達 国民の 味方だろう」 

「いや、 いや …… 」 学生 は 手 を 振った。 余程の ショッ 

ども 

クを 受けたら しく、 唇 を 震わせて いる。 言葉が 吃った。 

「国民の 味方 だ つて？ いやいや …… 」 

「馬鹿な！ —— 国民の 味方で ない 帝国の 軍艦、 そん 

な 理窟なん て ある 害が あるか £:」 

「駆逐艦が 来た！」 「駆逐艦が 来た！」 という 興奮が 学 

生の 言葉 を 無理矢理 にもみ 潰して しま つ た。 

皆 はドャ ドャと 「糞 壺」 から 甲板に かけ 上った。 そ 

して 声 を 揃えて いきなり、 「帝国 軍艦 万歳」 を 叫んだ。 

タ ラップの 昇降口に は、 顔と 手に ホ ー タイ をした 監 



上って くると、 漁夫 や 水、 火夫 を 取り囲んで しまった _ 

「しまった！ 畜生 やり やが つたな！」 

芝 浦 も、 水、 火夫の 代表 も 初めて 叫んだ。 

「ざま、 見や がれ！」 —— 監督だった。 ストライキに 

なって からの、 監督の 不思議な 態度が 初めて 分った。 

だが、 遅かった。 

「有無」 を 云わせない。 「不届 者」 「不忠 者」 「露 助の 真 

ばとう 

似す る 売国奴」 そう 罵倒され て、 代表の 九 人が 銃剣 を 

擬 された まま、 駆逐艦に 護送され てし まった。 それ は 

皆が ヮケが 分らず、 ぼんやり 見とれて いる、 その 短い 

間だった。 全く、 有無 を 云わせなかった。 —— 一枚の 



いくら 漁夫 達で も、 今度と いう 今度 こそ、 「誰が 敵」 

であるか、 そして それ 等が (全く 意外に も！) どうい 

う 風に、 お 互が 繋がり 合って いるか、 という ことが 身 

を もって 知らされた。 

毎年の 例で、 漁期が 終りそう になる と、 蟹罐 詰の 「献 

上品」 を 作る ことにな つていた。 然し 「乱暴に も」 何 

もくよく 

時で も、 別に 斎戒沐浴して 作る わけで もなかった。 そ 

の 度に、 漁夫 達 は 監督 を ひどい 事 をす る もの だ、 と 思 つ 

ちが 

て 来た。 —— だが、 今度 は異 つてし まっていた。 

しぼ 

「俺達の 本当の 血と 肉 を 搾り上げて 作る もの だ。 フン、 

さぞう めえ こったろ。 食って しまつてから、 腹 害で も 



付で 

Ml 一目 

この 後の ことにつ いて、 二、 三附け 加えて 置こう。 

ィ、 二度目の、 完全な 「サボ」 は、 マン マと 成功した 

という こと。 「まさか」 と 思って いた、 面 喰った 監督 

は、 夢中に なって 無電 室に かけ 込んだ が、 ドア ー の 

前で 立ち往生して しまった こと、 どうしてい いか 分 

ら なくな つ て。 

口、 漁期が 終って、 函 館へ 帰港した とき、 「サボ」 を やつ 



たり ストライキ を やった 船 は、 博 光丸 だけで はな 

かった こと。 二、 三の 船から 「赤化 宣伝」 の パンフ 

レットが 出た こと。 

ハ、 それから 監督 や 雑 夫 長 等が、 漁期 中に ストライキ 

ク きお こ 

の 如き 不祥事 を 惹起 さ せ、 製品 高に 多大の 影響 を 与 

えたと いう 理由の もとに、 会社が あの 忠実な 犬 を 「無 

慈悲」 に 涙 銭 一 文 くれず、 (漁夫 達よりも 惨めに！) 

首を切って しまった という こと。 面白い こと は、 「あ 

—— あ、 口惜しかった！ 俺ァ 今まで、 畜生、 だま 

されて いた！」 と、 あの 監督が 叫んだ という こと。 

二、 そして、 「組織」 「闘争」 —— この 初めて 知った 偉 
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